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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成26年５月29日に提出いたしました第７期（自　平成25年３月１日　至　平成26年２月28日）有価証券報告書の記

載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第５　経理の状況

１　連結財務諸表等

(1）連結財務諸表

注記事項

（連結損益計算書関係）

（デリバティブ取引関係）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

EDINET提出書類

株式会社ドトール・日レスホールディングス(E03518)

訂正有価証券報告書

2/6



第一部【企業情報】

第５【経理の状況】

１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

【注記事項】

（連結損益計算書関係）

　　（訂正前）

（省略）

※３　当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

前連結会計年度（自　平成24年３月１日　至　平成25年２月28日）

 用途・場所
種別 減損損失(百万円)

店舗等

　北海道　 1店舗　　東海　  2店舗

　東北　　 1店舗　　中国　  2店舗

　関東　 34店舗 　 九州　  3店舗

　近畿　  7店舗　　その他  6店舗

建物及び構築物 953

その他 122

 合計 1,075

　当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として、店舗毎、並びに工場を基本とした

資産のグルーピングを行っております。

　営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、当該減少額を減損損失（1,075百万円）として特別損失に計上しております。なお、回収可能価額

は固定資産の正味売却価額あるいは使用価値により測定しており、将来キャッシュフローを資本コスト

の３％で割り引いて算定しております。

 

当連結会計年度（自　平成25年３月１日　至　平成26年２月28日）

 用途・場所
種別 減損損失(百万円)

店舗等

　北海道　 1店舗　　東海　  3店舗

　東北　　 1店舗　　中国　  1店舗

　関東　 35店舗 　 その他  4店舗

　近畿　  7店舗

建物及び構築物 1,382

その他 442

 合計 1,824

　当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として、店舗毎、並びに工場を基本とした

資産のグルーピングを行っております。

　営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、当該減少額を減損損失（1,824百万円）として特別損失に計上しております。なお、回収可能価額

は固定資産の正味売却価額あるいは使用価値により測定しており、将来キャッシュフローを資本コスト

の５％で割り引いて算定しております。
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　　（訂正後）

（省略）

※３　当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

前連結会計年度（自　平成24年３月１日　至　平成25年２月28日）

 用途・場所
種別 減損損失(百万円)

店舗等

　北海道　 1店舗　　東海　  2店舗

　東北　　 1店舗　　中国　  2店舗

　関東　 34店舗 　 九州　  3店舗

　近畿　  7店舗　　その他  6店舗

建物及び構築物 953

その他 122

 合計 1,075

　当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として、店舗毎、並びに工場を基本とした

資産のグルーピングを行っております。

　営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、当該減少額を減損損失（1,075百万円）として特別損失に計上しております。なお、回収可能価額

は固定資産の使用価値により測定しており、将来キャッシュフローを資本コストの３％で割り引いて算

定しております。

 

当連結会計年度（自　平成25年３月１日　至　平成26年２月28日）

 用途・場所
種別 減損損失(百万円)

店舗等

　北海道　 1店舗　　東海　  3店舗

　東北　　 1店舗　　中国　  1店舗

　関東　 35店舗 　 その他  4店舗

　近畿　  7店舗

建物及び構築物 1,382

その他 126

のれん（東京都） のれん 315

 合計 1,824

　当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として、店舗毎、並びに工場を基本とした

資産のグルーピングを行っております。また、のれんについては、会社単位を資産グループとしており

ます。

　営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、当該減少額を減損損失（1,824百万円）として特別損失に計上しております。なお、回収可能価額

は固定資産の使用価値により測定しており、将来キャッシュフローを資本コストの５％で割り引いて算

定しております。
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（デリバティブ取引関係）

　　（訂正前）

１．ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

　該当事項はありません。

 

２．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引

通貨関連

前連結会計年度（平成25年２月28日）

ヘッジ会計の方法 取引の種類 主なヘッジ対象
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超
（百万円）

時価
（百万円）

原則的処理方法

為替予約取引     

買建     

米ドル 買掛金 4,344 2,260 4,912

合計 4,344 2,260 4,912

（注）　時価の算定方法

取引先金融機関等から提示された価格等に基づき算定しております。

 

当連結会計年度（平成26年２月28日）

ヘッジ会計の方法 取引の種類 主なヘッジ対象
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超
（百万円）

時価
（百万円）

原則的処理方法

為替予約取引     

買建     

米ドル 買掛金 2,262 442 2,954

合計 2,262 442 2,954

（注）　時価の算定方法

取引先金融機関等から提示された価格等に基づき算定しております。
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　　（訂正後）

１．ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

　該当事項はありません。

 

２．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引

通貨関連

前連結会計年度（平成25年２月28日）

ヘッジ会計の方法 取引の種類 主なヘッジ対象
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超
（百万円）

時価
（百万円）

原則的処理方法

為替予約取引     

買建     

米ドル 買掛金 4,344 2,260 568

合計 4,344 2,260 568

（注）　時価の算定方法

取引先金融機関等から提示された価格等に基づき算定しております。

 

当連結会計年度（平成26年２月28日）

ヘッジ会計の方法 取引の種類 主なヘッジ対象
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超
（百万円）

時価
（百万円）

原則的処理方法

為替予約取引     

買建     

米ドル 買掛金 2,262 442 692

合計 2,262 442 692

（注）　時価の算定方法

取引先金融機関等から提示された価格等に基づき算定しております。
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